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混 合 装薬 の特 性 について
(招 fEl31年 5 Tlll月 実 1t)

清 水 武 夫

(iiZ谷火工稚大金鼓)

H F召 甘

党'こ肘 は本El)に丑いてiEi企掛 [=酵する白内争

淵搬 '二ついてiSぺT.:.ここItはその計罪式を利用し

一二着会規合装兼の払内弾道Lこ丘はサー長持箆1=ついて

茸丑する.iB合盗難lil托-細 の社台に比較して如何

なる将故があるの'Cあろ7̂ ･.之を罰か1=する為には

iE合装兼と全 くに-姓正を発声し打る上?な単一琵秦

がて1脱 するものであるか否かをしらぺれ111い.
箸しこの1うな単一JE賓があり縛るとすれ'.三,iB台3i･A

薫D岡Siは全 く単一袈藁の阿見に菟元することがfB;義

ら.以下村 こfEほ ない取りた号については前月の教告

(=上る.

1L 混合慈集 よ l)斗-装薬への還元

況合装発に対仏すべ..t琳-H を抜す為E=は.iE合

轍 の37;閲丁が入り込んでいる鍬逆流 歎 U.β,γ

についてしら-ることが必饗L:して十分である.この

ことは邪法の諮公式を通Eする11けで容易に知ること

がtu来る.以1てこの 汀.P,7[:ついて首己では

托-÷ キ +ifL (1)

･一号 サ バ ナ L｡ (2)

7-U キ ー｣チ A｡亡 く3)
ここに

Nl∑/ltrL/lr (i)
l■l

lV一∑ JL叫 II:0( (5)･▼l

U-∑dLdJ (6)∫
但し速写 Iは各成分火謎の詑tlを示し.損壊を早 く完

了するもの上り l.2, とする. )は芙区FHllこ於

いて推挽完了LTこ火雅 L̂流す.横のq宜の最に

T.l-Llll (J L.Vl)-/lqr (7)

TLる且をifスする.之は蚊分 .なる火東Jt堅実すべき

全土ネJI,ギーI=比塀するJLである. 然るとさは (-;),

(5).(6)式は

･W~吉,I-1'･lL (8)

-1-≡r･'l̂(三¢L (9)■●l

UEE∑ E J (柑)
J

Bi一弘 の社台はたり くつを射して表わすこととすれ

ほ.この均分は上式I=対史して

･V′-I:'･暮′ (lI,

･,′-F･′̂'e(r (I2)

U'-o (13)
若し ･IIz-･1t′,･1 -V',tJ-｢′なる買操を監守し之を

前足するよう1J.AI.'′,-1′,(Yが存在ナ川 王.之は正合

装難と全 く同一也憩を発tqEL柑るような単一榊 の

L'′.Jl′,G′なのである. このような f-'′,′l′,(r'′を

夫々還元1ネルギー,遣先ビバ'/ナ-,迂元形状健

と称することとする.まにこの特枚数をもつ轍 をiS

元荘無と称することとする.このような遭元鼓架が存

4:し7.7るや否や,若し存在し柑るとナTLは美は如何な

る帥 こか ､てであるか.

先ず U-1r′とま5いてふると (】0),()3)式より

PI'･''-o (l')

RD'･,その即 月中に放牧を完了した火薬があることが肝

三八ない.上って丑元泣弛 主蜘 ロち区間(0,I)

以外には存在しない. (但し兄さ轍 の噺 に燃焼を

完丁LT=成分火矧 暮fLいものとオ放す.)

次に -1IzE･JI/とおいてみる.(8).(ll)式.tり

∑/ilEJ(-)･l′̂′ (15)

但し∑の添字'はJyrll(Cバ)に放ける氏での成分火遇

についての和を永す.以下蛾 蛙を苫しない限り之rz

省Eさする.而して

Ll.′-∑ F･'t (16)

と.''まくのが至当であるから,之を (】5)式に代入して

J



1｢~~-l
l

∑IL1ノIl-(∑J=l)1′ 浪合北fE〃与を珪lこついて 99

JI 特殊な佳作を与えた篭合に放ける之より 逮元袋羊の特鞭致

=l a:述語禁:三 脚 肘 二7L:全 霊 警 ･.;霊 芝誓 慧 言霊 芸 ;王事Jt,f-の全軽実の兎=対する併合である.之,･E 右払く如何.ニ'1るかをしらへる･屯含玉ぎ≦のW とL

Q･-畠 (柑' 孟I;霊 '& '{:'憲 誓 .:iZ慧 芸議 よ

であるから,之を (21)虫 =ft大して

恥 tBてよる格合でもって

･曇 ,.喜三 :'1;T α･蛋 d'''二 三 /喜':毒,;昌 (=7)

であることは明故である.王Tこ(1)式'=よって にて剤 '引､･,.而して.上式叫リ二の二式はエネルギー

∑LI-∑ ′'U'-/′J (21) 式r:て見放す･-Jことがu凍るから･転南

誓 三 三 = .77 び拙 丘で:≡; 2':L…三日 (2a,
にて表わせ.Eよい.和して一腰 キ何i'tかtJtf叫 しく

苦さ得ると..tは混合m _の特集の考告とJ--ち.巴勺の

･′-監 一言t/1･式 ./･･ (23, - を帆 二十ろh･=･:3'加 齢 のヱ-'i二況台
蕗 の告銃身D TTI.･l',OJが氏て互い 二男るときはr

何 ら/′は /′の装芙tl:四するnJt平嘩甘と(･L-る･ この格合I,
次に_ll.V'と15いてみろ.(5).(I:)式上り

(I.'I,_lhI;l)

Tzる7aqr.=て表わすものとする.而して宕しこの解せ

野中互いに椛専しいものがある場合は疫学 (I)の代

りに (0)にて方TI■.例えは

(J■｡.一日.〝l)

と焚示しに齢 は

F.'1-ど,I

^.キLl2年

OL*LI**

な,る件件Jz讃わすものと的Hする.撚るときほ特BU･'

連合としての帥 三次の丘qg7である.
).(F'.. ll,(･̀)

2 (Lil,Jto.(･'l)
3.(JJI.LII.(･'.)

1(l･●-..l●,(I-.)

5.(F.'L,.1.,(;.)
古.(∫.I..ll,0.)

この各々の坊合.二つl･てBET波 弔のど〆-/ナ ー l′及

∑ I･'(̂ltGJ-L='J.G′

右辺の T.′..･I'に くは).(19)式をft入すると

∑ fIl.叩OL-(∑Lill)(∑ (･lJII)tG'/

之上り

n′一 也 諾 窓 前 , 〝l

E,jL_
(∑I.I)(≡dr.Jll)亡

右ZZの (･lJの併汲J:E rJとわくと

ErJJt
K̀-TEE.5753..I.5r

-d･(読 )さ く公,

従って (21)式は

EF′-EICl+sInZ+ -∑gr(･'L (26)

以上i=上って丑肋 i鮒 -放映朴 二は存在せ

ず王に息tW -英 二丑いては夫は (16)I(191,(ニ&)

の旅 =3:いて笑をする.従って丘蹄 一茶.=82いて

!ま温合装発の阿3I_･粒-好守の何奴.こ全くヨb-Lするこ びその好扶助 (･"tl波力て)･る.

とが出来る. (1) (F●､.t'.G')

25
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成分のR放 i･Aとすると (16)式より

,,∫--1 _a. (29)

とおくことが･出宗る.だって (19)式ヱr)

- .∑J--÷ ≡J･ (30)

チ._(2⊃)式JI),(29)式を考正して

F･-U｡(蕊 )て-A(☆ )-I
之rA,(2占)式に代入して

0,-･･((斎｢)'G.-(i )'09･ I

-":(蓑丁)'GL (31)

と''J.ろE.
(2)(/I,.to,(LL)

この齢 の 4'は変らない.従って l′は (19)式

と (2C)式と上r)

ノl′- ∑ 叫 l亡一一t｡∑ 爪.-.l. (32)

にて9iわ引 ,Lる.(25)式J:り,く20)式Lz考JJrして

･･･- (蕊 )亡-
怒って之i･J(28)芸に代入して

(7'α.a.+血P 1- -≡ QJr,'I (03)

(3) (I.(,_ll,(･')

この符合の .1′は変化Tj:く.(け)式より

'̂-∑ 巾'ノl' (34)

(25)式にて,rlは変化しないことが知らiヽるから･

(26)式より

(;′-(luC{L+ir空† ).,Ilu∑sL (35)

(4) (J●O. l～,Gt)

(ヨO)式にて .lF.13とおけばよい｡即ち
-I)-1lp

王Tこ之を (31)式I=代入して

ly-1∑ Gl

が柑られる.
(5) (A:..-･Ip Gg)

(32)式とr甜 [=して

(r-G｡ (39)

(占) (I..,/lI.L7.)

●(31)式亭 Ql-d■とま約-で

.1′ユU.≡,ll--i ∑.l. (a)

三T=(25)丈上ヮ,･Ifzまめht三

g･-q･(a.;'′.,)'-忘(貴)!

-"(告)'
之を(35)式'1.代入して

o′--L･.･d:(盲BT)' (41)

以上1=よって沓摺の格合の ｣1′,0′が柑ち11-Tこが'

正に欠講の力 /'についてもしら-ておか11tflJらな

い｡この壌合として普通に考えられるものは-

1′ (叫,A)

2' (叫,/∫)

3′(vp./<)

(1)'(叫./4)

(23)式より,(22)式を考Etして

I′-/. (12)

と[ごろ,

(2)'(Ac.Jl)

この笹合は (23)式より

/′=÷(/,･/,･ )--÷ ∑′･ (43)

(3)∫ (叫.fo)

この初台はIL]】題ILく

J'′-Jt, (L;4)

となることは自明である.前記の6侶の坊合の各々に

この31責が対応するから良計18用の塔告があることtこ

く36) li:る･
以上の罪式を義軍すると還元牡 の轄故影は大隼に

員いて督成分火実の特を丑を男:子伴 与乃至は芯五平だj

(37) し-I{Jのてあって･何rLも碑-⊥芸軍をもってft等可缶
と考入られる.用作】現と思われるのは (Irr,JIL,rJl)

の各会の G'であると思われる ⊂(6)の (41)式コ.
(41)式1り,之を=成分の)急告●二者いて鹿討する.

.l'･=J. "… HHH日日= - W H=-H(a)

(33)式上り

L
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出合共石か辞任 二つ.･て 101

･て'-(;･t岩 ､';

今

I/(･,- 2(霊 ;;' (45)

とわけ1王

CLL?.･/(<) (46)

/(･)のbvl､僧を東める義之そri=て1分して等に等

しくJユくと

二:I-1I,(.-A -r

r:5')

(-l

JlFら

L̂-/12

のときに (ノ′は鑑小紋を萩すことが知られる.即ちこ

の他 よ恥一芸繁の!■合にJ(<)は食中であr)訳合笈

界のJ8台は必ず [上り大である.このことは廿適E=用

いられろ Gr>DTLる畑 こか ,てI▲配合L=上って葬

三批 iかえって古くIJ:ることfi癌 している.

TT.括 tS

l･以上放牧恭一肌 =訳;■るiR今池 の伽 特性は

之<同一弟述陛馳fzもつ咋一班井の坊仝(=丑光するこ

こが8抹 ること/,71-{Lに.之に上って故7LLすると,二

の舞r=St',て はiBf,鼓arの弊地 区は単一虹 の九 二

比較して特異1_一点ほ見当ちf_･い.

2 以上1=Btいて先天脚 の特称 1大船 こ熟 ･て

iB含繋架の特etiiの抑 平均声乃至.･i捗 ･Jt,火.二の

丸 ビバ シナ一群にEWする乎JLiFと;餌E=て荒され,-J.

3･坦放れ=耕以蛙は1光跡 が柑らhT.･いからiH

合要素の#地 迅二辞して-TRaiは見出せ7.い.gli

英の鑑生計つれ;よって知る他 iない.しかし-J如=帝

汐の大軌 よせ講の埼f偲 杖恭一期の状魚ではLZ決るて

あ,-,うから,ibt.浪邪t:ついて特敬散をしらへh'.三井

逆性の犬侍の印加土つくと瓜わhる.

文 tl
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ChTtLCtCJ'巾raIjXedPr一叩CllantCharLrCtl

byTakeoShimほu

LhzIヽCreFXIrted inmyprcvIOuSPaFX･r

aboutan J71terlOrhaHIStk method for

mlXCdproTNelLantcharges⊂JIn° Explo･

6ll'CS弘(:.cLy,Japan.17.12(1956)〕 The

叩r10dsofbuTnlr)gOfamlXCdpTOpe】hnt

chargeared】vldedmtoscヽcmJlnterヽaZs

accord=】gtothel】meorcolnr)lct10nOf

burn)ngofzLscompo)teTltprOTJelZants,as

EhavemCTltlOned.lnther柑LllltCn･aJ.】n
ヽヽh7Cha一lcomtx)RentszlrCburnlllg.Ihaヽ･e

fourldthatthcrcisor氾rCprCSentatllePrO･

pelhntchargethccrcllCall1.1Vhicl1Oper-

atesequalJrasami_tedpropclhzltdurge

ThlSTePrCSCnLattvechargeshouldtake

foIJo､yJngCOndttlOnS.

.暮′- ∑ 恥 Z'

G)=∑叫,

/′-
≡U,/I
≡G7l
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O′岩≡s,a,.
g･-a･(≡-1'..,,)e･

Il

≡:/､.

).'I-/I(tJr.

WherenotaいOnS.lreLIBEoIZoll･S.
.l Charbonnlcr●svIVaClLl,

tr llelghtolcharge.

J- forceorcxploszles.

G form funcLIOnOfpropciLant,

dash(')referちtOthercpre馳ntatil･eCh-

arge,andIrCre∫StOOJICCOmpOnent.

:(oWWccansolycproblcmsoranmlXed

chargeasltZLlヽ･ereaSlglcnon･TmXCd

charge inthefirstInterval. LnoLhcr

IT)terl†alslleCarnOLapplythほmethod.
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